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本論文ノ要旨ハ第14同 線會二於 テ螢表セリ

緒 雷

現今、書學界 ノ通勢 テ観 スルニ、賂 昌血 清反慮

流行 時代 ノ感 ガ アル。微毒 二於 ケル ソノ特殊反

慮 ハ固 ヨリ、 フ ックス氏、或 ハ レー マ ン、 フ7

チ ウス氏 ノ癌反慮 ア リ、 肝臓 機能検査 二高 田、

荒氏反慮 ア リ、就 中、肺結核 二於 イテハ、診断

上、特殊的 ナ反慮、或 ハ病勢 判定 二猫特 ナ反慮

テ見出 サ ン トシテ、Mat6fy,Daranyi,Sachs-

Ottingen,Frisch。Starlinger等 ノ血清反慮 テ

始 メ、各種 ノ業績 ガ褒表 サ レテヰル。

著者 ノー人、 貝田 ハ培養基 二用 フル必要 カラ、

腹水 ラ低温殺菌 シタ トコロ、成書 ノ教 フル如 ク

62度 二加温 セルニ、腹 水 ラ起 ス疾病 ノ種類 二依

ツテ、或 ル揚合 ニハ之 ガ凝固 シ、或揚合 ニハ之

ガ凝固 シナ イノラ見 タ。貝 田ハ、 コノ現象 二甚

グ シク興 味 ラ覚 工b文 獣 ラ 猟 ルa、1930年.

Weltmann氏 ハUberdieSpiegelunge】asu.

dativentzifndlicherundfibr6serVorginge

imBluVserum(Med.Klin.Nr.71930)卜 題

シテ、血清 ノ加熱凝固 ノ興味 アル結果 テ畿表 シ

テヰル。貝田ハ著者 ノー人村 上 ノ同意 ラ得 テ.小

野 寺 内科牧容 ノ結核患者45名 、肺 炎患者 名、

及 ピ健康者10名 二 就 イテ ウエル トマ ン氏反 慮

テ施 行 シ、 ソノ各 々二就 イテ ウエ スタグレー ン

氏法 二依 ル赤 血球 沈降速 度及 ピ「レン トゲ ン」宴

眞撮影 テ行 ヒ、比較研究 シ、 一定 ノ結 果 ラ得 タ

ノデ取 敢 エズ之 テ報 告 シ、諸家 ノ叱正 テ仰 ガウ

ト思 フ。

二 操作及ビ文獄

豫 メ、1.O,0.9、0.8、0.7、0.6、0.5、0.45、0.4、

0・35、0・3,0.2、0.1(%)ノ 盟 化 「カル シウム」溶

液 ノー列 カールバ ウム肚製 テ 用 ヒタ)テ 調 製 シ

置 キ、用 二臨 ンデ12本 ノ試験管 二各液 ノ5耗 宛

デ ピペット」ラ用 ヒテ正確 二注 入スル。次 二、新

鮮 ナル被検血清 テ0.1耗 宛 、各々 二注加 シ、良

ク振温混和 スル。之 ラ沸縢 水中 ニテ煮沸 スル コ

ト15分 間、後、取 出 シテ血清蛋 白 ノ凝固状態 テ

見 ル ノデアル。

ウエル トマ ン氏 ハ、固定 ガ完全 ニ シテ凝固物 ガ

魂 ラナ シ、更 二完全 ナル場合 ニハ凝魂 ガ液 ノ表

面 二氷柱 ノ如 ク下 リ、他 ノ液盟 ハ完全 二清澄 ナ

ル場合 テ「完全 凝固」KompletteGerinnung(G>

ト呼 ピ、沈渣檬 ノ凝固物 ガ試験管底 二沈 ンデ上

部 ノ液層 ガ白 ク濁 ル場合 テ、InkompletteGe

rinnung(9)、 更 二何等 ノ肉眼的 ノ凝固作 用ガ

起 ラズ シテ液艦 ガ全禮 トシテ白 ク濁 ル程度 ノモ

ノラSpurト 言已號 シタ。.
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而 シテ彼 ハ、Gガ0.5-0.4%迄 ノ濃度a起 ル ラ

正常 トシ、夫 ヨリ以下 ノ薄 イ濃度 二達 スル場合

テRechtsverschiebung(VerlEngerungde8

Koagulationsbandes)夫 ヨ リ以上 ノ濃厚 ナル濃

度 二達 ス ル 場合 ラLinksverschiebung(Ver.

kUrzungdesKoagulationsbandes)ラ 命 名 シ、

共 二病的反慮 ナ リ ト認 メテヰル。

立氏ハ、脆嚢 炎、黄疸、肝硬痩症、肺 炎等、各

種 ノ疾患 二就 イテ検査 テ施行 シ、 ソノ結果 テ綜

合 シテ、

1.凝 固帯 ノ短縮 ハ炎衝過程 ノ警鐘 デ アル。

2.凝 固帯 ノ延長 ハ肝實質 ノ病墜、心臓機能障

碍 二於 イテ著 明 デアツテ、更 二肺結核 二就 イテ

ノ検査 ノ結果 ハ、 「肺結核 ノ滲 出型 二於 イテハ、

凝固帯ハ短縮 シ、壇殖型、 コ トニ織維 性結核 デ

ハ延長 スル」トノ重要 ナル結論 二想到 シタ。

立氏 ノコノ論文 ハ 反 響 テ 起 シ、1930年 以 來、

W.Edlchart(1931)E.Klaften(1932)Th.

Kaiser(1932)Nannini-Marani《1932》Rohacova-

Weichherz(1933)Schneiderbaur(1933)Trost-

Sdherleiter(1932)Zambrano(1932)A.Makitra

u.M.Tynde1(1934)E.Dissmann(1934)

RaffaeleD'Alessandro(1934)等 、多撒 ノ追試者

デ出 シタガ、是等 ノ追試 者 ハ殆 ン ド凡 テ、肺結

核 二就 イテウ氏反慮 ラ施行 シ、他 ノ疾 患 ハ之 テ

省 け ヰナ ィ。彼等 ノ業績 テ綜合 スル 昌、

1.肺 結核 ノ滲 出性 ノモ ノデハ、 凝固禮 ハ短縮

シ魅増殖性 ニナル ト共 昌延長 スル。

2・ 壇殖性、殊 二繊維性 ノモ ノデハ延長 スル。

更 二正常血清 二就 イテ ノ検査 ノ結果 ハ、0.4-

0.5%ノ 濃 度迄完全凝 固 ガ起 ル トノウエル トマ

≧ 氏 ノ成績 へ 大艘 二於 イテ同意 ラ得 テヰル ガ、

Trost・Scherleiter氏 ・・限界 ラ0.4-0.3%ノ 間

二置 キ、Kai8er氏 ハ0.3-0.2'%ノ 間 二置4テ

ヰル。

更 二赤血球沈降速度 トノ關係ハ、各人 一致 シテ

拉行 セズ ト結論 シ、Trost-Scherleiter,Rohac-

ova,Weichherz,A.Makitra,Tyndel氏 等 ノ

如 キハ肺 結核 ノ診断 及 ビ豫後判定 ニ ウ氏反慮 ハ

操作簡 軍 ニ シテ、成績赤血球沈降反慮 テ凌駕ス

ル ト述 ぺ.A.Makitra,Tymdel雨 氏 ノ如 キハ、

200例 ノ肺結核患者 二就 イテ1-2年 ノ 長 キニ

亙 ツテ観察 シ、「ウ氏反慮 ハ沈降速度 ヨ リモ信 頼

スル 皇足 リ、更 二操作簡軍 ニ シテ廉債 ナル鮎 ヨ

リ實地書家 二 推奨 サルベキモ ノデ アル」 ト激 賞

シテヰル。

余等 ハ次 二、余等 ノ成績 ラ述 べ テ諸家 ノ業績 ト

相参照 シ、些 力批判 ヲ加へ度 イ ト思 フ。

三 正常健康人二於ケル窺固帯

健康人 ト見倣 スベ キ同僚及 ピ看護婦、10人 二就

イテノ検査 ノ結果 ハ、完全 凝固 ハ0.5-0.4%ノ

間 ニアツテ、9ハ 殆 ンド相一致 シテ0.3%迄 ノ

濃度 ニア リ、以下ハSp.二 移 行 シテヰル。依 ツ

テ余等 モ、健康 ノ限界 テWeltmann,Makitra,

Dissmann氏 等 ノ言 フ如 ク0.5-O.4%ノ 間 二

置 キ、夫 ヨリ以下 二於 イテ完全凝固 ノ起 ツタ場

合 ラ右側 移動、夫 ヨ リ以 上 二止ル揚合 ヲ左側 移

動 トシ、共 二病 的過程 ノ指標 トスベ キ ト考 ヘル。

同一人 二於 ケル食前食後 ノ血清 二就 テハ結果 ハ

全 ク同一 デアツタ。

四 肺結核患者二於ケル凝固帯

小野寺 内科牧容 ノ入院患者、43名 二就 イテ検査

ラ行 ツタ∵ ソ ノ中20名 ハ、微熱或 ハ全 身倦 怠、

肩凝 リ、食慾不振 等 ラ主訴 トシ.テ來 タモ ノデア

ツテ、 「レン トゲ ン」寡 眞検査 ノ結 果ハ、肺門部

陰影 ノ僅少 ナル壇 加、肺尖部 二於 ケル陳薔 ナル

檜殖性 ノ陰影等 テ示 スニ過 ギナイモ ノデァツ

テ、Gハ0.6-O.3ノ 間 ニ ア リ、0.6以 上 ノ短縮

ハ認 メナ イ。而 シテ、0.35或 ハ0.3二 延 長 セル
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掲 合 へ 大艦 昌於 イテ病璽 ガ陳茜 昌 シテ、繊維

性 二治癒 セル陰影 テ示 ス様 デ アル。

残 リノ23名 ハ七 トシテ、隔離病棟牧容 ノ患者 昌

シテ、從 ツテ比較的重態 ノ者 バ デ アツテ、「レ

ン トゲ ンJ嘉 眞 ニテ肺 二相當 ノ壁化 ラ繊 明 シ得

ルモ ノデアル。

今、表示 ス レバ
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コ ノ表 ニ ヨリ次 ノコ トガ言 ヘル。

1.凝 固帯 ノ短縮著 シイモ ノデハ、沈降速度 ノ

促進 テ殆 ン ド例外 ナ シニ見 テヰルガ、雨者 ハ必

ズ シモ嚴密 二李行 シナ イ。
メ

2.凝 固 帯 ノ短縮 ノ著 シイモ ノハ、例外 ナ ク滲

出性 ノ廣般 ナル病攣7意 味 シ、殊 二Gノ 快如 ス

ル モ ノハ、 豫後 ハ重 篤 デアル。

3.一 一般 二喀血 スル傾 向 アル者程、短縮 ノ傾 向

ガ張 イ。

4.病 攣 ガ治癒 二傾 キ、臨躰的症状 ノ輕快、「レ

ゆ

ン トゲ ン」霧眞 昌 テ壇殖性 ノ陰影 デ示 ス ト共ab

凝 固帯 ハ延長 スル。

五 肺炎患者呂於ケル凝固帯

次 昌眞性肺炎患者4名 昌就 イテノ検査 ノ結果ハ

次表 ノ如 ク昌ナル。帥チ、何 レモ糎患 ノ始 メ昌

於 イテハ完全凝固 ノ快如 ラ示 シ.凝 固帯 ノ極度

ノ左側移動 ヲ表ハ シテヰル。而モ疾病 ノ治癒 ス

ル ト共 二「レントグン」窮眞所見 トー致 シテ蹟固

帯ハ延長 スル。今井 ノ例 デハ沈降速度 卜牢行 シ

テヰルガ.矢 島ノ例 デハ反封 ノ結果 テ示 シテヰ

ノレo

肺 炎二於 ケル ウエル トマ ン氏反慮 ノ償値 二就 イ

テハ、?グ 論及 シタル人 アル ラ知 ラナ ィガ余等

ノ経験 ハ甚 ダ興味 アル コ トト思 ハ レ、肺 炎 ノ診

断 二困惑 スル楊合少 シ トシナ イ故 二、 ウ氏反慮

ハ コノ分野 ニモ新償値 テ有 スル ノデハナ イカ ト

考 ヘ ラ レル。

六 結 言

1.余 等 ハ ウエル トr'ン 氏反慮 ラ小野寺 内科牧

容 ノ肺結核患者43名.肺 炎患者4名 、正常健康

者10名 二就 イテ施 行 シタ。

2.正 常 ノ凝固帯 ハA.Makitra,Dissmam氏

等 ノ云 フ如 ク0.5-O.4%二 置 クベ キ ト信 ズル。

3.肺 結核 二於 ケル ウ氏反慮 ハ、凝 固帯 ノ著 シ

ク短縮(0・7%以 内)シ タ場合 ニハ意義深 久 豫後

ハ重大 デアツテ、殊 二喀血 スル傾 向 アル患者 二

短縮 ノ傾 向ハ強 イ。 「レン トグ ン」寛眞 二於 イテ

著 明 ノ病攣 テ示 サ ナイモ ノデハ、0.5%内 外 ノ

不定 ノ凝固帯 テ示 シ、0.35%以 上 二延長 セル場

合 ニハ病勢 ノ繊維性 二治癒 セル ラ意味 スル。

從 ツテ、0.7%以 内 ノ短縮、0.3S%以 上 ノ延長

二意義 ヲ見出 スベ キデアル。

3.肺 炎患者 二於 イテハ凝 固帯 ノ著 シキ短縮、

而 モ多 クハ完全凝 固 ノ訣 如 ラ示 シ、治癒 スル ト

共 二延長 スル。.

4.赤 血 球沈降速度 トノ關係 ハ時 二ZF行 シ、時
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肺 費化?ノ

,二相 反 スル
。

以上 ヨリ案ズ ルニ、肺 ノ疾患 二於 イテ赤 血球沈

降速度 ノ測 定 ガ常識 トナ ツテヰル今 日、 ウエル

トマ ン氏反慮 ハ、 ソノ操作 ノ簡軍 ニ シテ廉贋 ナ

ル貼 ヨリスル モ確 二新 ナル診噺法 トシテノ慣値

ラ認 メラルベ キデ アラウ。

Eckhart氏 以 來、追試者 ハ多 ク肺結核 二於 イテ

ソノ意義 テ見出サ ン トシテヰルガ、余等 ハ更 二、

肺炎 二於 イテ卓越 シタル診噺法 ナル コ トテ提唱

シ度 イ。

然 ラバ何故 二、 凡テ滲 出性 炎衝性 ノ疾患 二凝固

帯 ノ短縮 テ來 シ、 織維性 ノ病壁 二 延長 テ 來 ス

カ 。

之 二就 イテウ氏 ハ蛋 白髄 ノ加熱 昌依 ル凝固作用

ガ、 「アルカ リ」土金贋 臨類 ノ附加 ニヨ リテ影響

サ レル事實 二鑑 ミ、更 二種 々 ノ實験成績 ラ碁 ゲ

テ盟化 「カル シウム」ユ依 ル血清蛋 白 ノ加熱凝固

作用 ノ促進 テ指摘 シテ ・トル ガ、血清蛋 白 ガ疾病

二依 ツテ凝固作 用 ラ異 ニスル理 由 ニハ言及 シテ

ヰナィ。

之 二開 シテハ、次 ノ諸貼 ガ考 ヘ ラ レルデ アラウ。

1.疾 病 二依 ツテ血溝 ノ含 水量、從 ツテ蛋 白禮

ノ濃度 ヲ異 ニスル爲 力。

2.血 清蛋 白盟 、夫 自身 ノ墜化 二依 ル カ。

3.血 清 内 ノ盟類含有量 ノ攣 化 二依 ル カ。

余 等 ノ研究 ガ未 グ、 コ ノ鮎 二論及 スベ ク進捗 シ

テヰナィ ノテ遺憾 トスルガ、余等 ハ追 ツテ是等

二就 イテ褒表 スル機會 アル コ トテ約 シ度 イ。

更 ニウ氏反慮 自膿 二就 キテハ、完全凝固 ト不完

全凝固 トノ分界 ガ時 二 明瞭 ヲ訣 ク場 合 アル コ

ト、結核 ノ如 キ複雑 ナル過 程 テ持 ツ疾患 テ12本

ノ試験管 内 ニテ判定 セ ン トスル コ ト等 二訣貼 テ

有 シ、今後 ハ是等 二向 ツテ改良 ノ手 テ向 ケ ラル

ベ キデアラウ ト思 フ。
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